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選
挙
結
果
の
概
括

十
月
三
十
一
日
に
行
な
わ
れ
た
総

選
挙
で
は
、
自
民
党
は
公
示
前
の

二
七
六
か
ら
議
席
数
を
減
ら
し
た

が
、
追
加
公
認
し
た
無
所
属
二
人

を
含
め
て
二
六
一
議
席
を
獲
得
。

衆
院
の
常
任
委
員
長
ポ
ス
ト
を
独

占
し
た
上
で
各
委
員
会
の
過
半
数

を
握
れ
る
絶
対
安
定
多
数
（
二
六

一
）
を
単
独
で
確
保
し
た
。
公
明

は
公
示
前
か
ら
三
議
席
増
の
三
二

議
席
で
、
自
公
の
与
党
合
わ
せ
て

二
九
三
議
席
と
な
っ
た
。

比
例
の
得
票
数
で
前
回
の
衆
院
選

（
二
〇
一
七
年
）
と
比
較
し
て
み

る
と
、
自
民
：
一
八
五
五
万
↓
一

九
九
一
万
で
約
一
三
六
万
票
増
、

公
明
：
六
九
七
万
↓
七
一
四
万
で

約
一
六
万
票
増
。
自
民
の
絶
対
得

票
率
（
有
権
者
全
体
の
う
ち
該
当

党
に
投
票
し
た
比
率
）
は
、
前
回

比
一
・
二
％
増
の
二
六
・
四
％

で
、
安
倍
政
権
時
の
過
去
三
回
の

い
ず
れ
の
衆
院
選
を
も
上
回
っ

た
。

い
っ
ぽ
う
、
立
憲
民
主
党
は
公
示

前
の
一
一
〇
議
席
か
ら
九
六
議

席
、
共
産
党
は
一
二
議
席
か
ら
一

〇
議
席
と
そ
れ
ぞ
れ
後
退
し
た

（
共
産
の
比
例
の
投
票
数
は
、
前

回
衆
院
選
の
四
四
〇
万
票
か
ら
四

一
六
万
票
へ
、
得
票
率
は
七
・
九

〇
％
か
ら
七
・
二
五
％
に
後
退
し

た
）。
国
民
民
主
党
は
公
示
前
か

ら
三
議
席
増
の
一
一
議
席
に
伸

長
。
れ
い
わ
新
選
組
は
比
例
で
三

議
席
を
獲
得
、
山
本
太
郎
が
東
京

ブ
ロ
ッ
ク
で
当
選
。
社
民
党
は
沖

縄
二
区
の
一
議
席
で
、
比
例
議
席

は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
中

で
、
日
本
維
新
の
会
は
公
示
前
の

一
一
か
ら
四
一
と
三
〇
増
で
、
四

倍
近
く
議
席
を
増
や
し
大
き
く
躍

進
し
た
。

投
票
率
は
五
五
・
九
三
％
で
、
前

回
を
二
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
は
し
た

が
、
戦
後
三
番
目
に
低
い
投
票
率

と
な
っ
た
。
実
に
四
四
％
が
投
票

そ
の
も
の
を
棄
権
し
た
。

立
憲
、
国
民
民
主
、
共
産
、
れ
い

わ
、
社
民
の
五
党
は
、
今
次
選
挙

で
全
二
八
九
の
小
選
挙
区
の
七
割

以
上
に
あ
た
る
二
一
三
選
挙
区
で

候
補
を
一
本
化
し
た
。
勝
っ
た
の

は
六
二
区
、
勝
率
は
二
八
％
で
あ

っ
た
。
神
奈
川
一
三
区
で
の
甘
利

幹
事
長
の
敗
北
、
杉
並
区
を
中
心

と
し
た
東
京
八
区
で
石
原
伸
晃
を

落
と
す
と
い
っ
た
成
果
（
後
述
）

は
あ
っ
た
が
、「
政
権
交
代
」
を

目
標
に
掲
げ
選
挙
戦
に
臨
ん
だ
野

党
共
闘
は
、
そ
の
中
心
政
党
で
あ

る
立
憲
、
共
産
の
議
席
減
、
自
公

に
よ
る
絶
対
的
安
定
多
数
の
確

保
、
よ
り
急
進
的
な
改
憲
勢
力
で

あ
る
維
新
の
躍
進
、
と
い
っ
た
状

況
の
後
退
を
許
し
た
。

強
ま
る
右
翼
勢
力
に
よ

る
野
党
共
闘
攻
撃

こ
う
し
た
選
挙
結
果
に
つ
い
て
、

右
翼
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
、
ま
る

で
鬼
の
首
で
も
取
っ
た
か
の
よ
う

に
、
野
党
共
闘
へ
の
攻
撃
を
強
め

て
い
る
。
十
一
月
二
日
付
『
産

經
』
の
主
張
は
、
立
憲
の
後
退
を

「
惨
敗
」
と
決
め
つ
け
た
上
で

「
…
…
枝
野
、
福
山
両
氏
は
、
野

党
共
闘
に
つ
い
て
『
一
定
の
成
果

は
あ
っ
た
』
と
口
を
そ
ろ
え
た
。

だ
が
、
そ
れ
よ
り
も
は
る
か
に
大

き
な
負
の
影
響
が
あ
っ
た
と
認
識

す
べ
き
で
あ
る
。
立
民
が
、
共
産

か
ら
『
限
定
的
な
閣
外
協
力
』
を

得
る
と
い
う
連
立
政
権
樹
立
の
方

針
で
選
挙
協
力
を
進
め
た
こ
と
が

最
大
の
敗
因
で
あ
る
。
同
じ
野
党

で
も
、
共
産
と
の
連
携
か
ら
距
離

を
置
い
た
国
民
民
主
党
や
維
新
は

議
席
数
を
伸
ば
し
た
。
一
目
瞭
然

で
は
な
い
か
」
と
断
じ
た
。
自
民

や
連
合
の
幹
部
、
国
民
民
主
か
ら

も
、「
立
憲
の
後
退
は
野
党
共
闘

の
せ
い
、
共
産
党
と
手
を
切
れ
」

と
い
っ
た
内
容
の
反
共
宣
伝
が
行

な
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
小
選
挙
区
で
の
勝
利
は

三
割
に
届
か
な
か
っ
た
が
、
一
万

票
差
で
惜
敗
し
た
地
区
が
三
一
あ

る
な
ど
各
地
で
接
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。
自
民
も
立
憲
以
上
に
議

席
を
減
ら
し
て
い
る
の
だ
。『
産

經
』
の
「
惨
敗
」
と
い
う
評
価
は

野
党
共
闘
を
な
き
も
の
に
し
よ
う

と
す
る
き
わ
め
て
意
図
的
・
攻
撃

的
な
反
共
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
だ
。

で
は
、
野
党
共
闘
を
推
進
し
た
側

の
選
挙
総
括
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

十
一
月
一
日
に
日
本
共
産
党
中
央

委
員
会
常
任
幹
部
会
名
で
発
表
さ

れ
た
「
総
選
挙
の
結
果
に
つ
い

て
」
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
日
本
共
産
党
は
、
今
度
の
総
選

挙
で
、『
野
党
共
闘
で
政
権
交
代

を
始
め
よ
う
』
と
力
い
っ
ぱ
い
訴

え
て
た
た
か
い
ま
し
た
。
自
民
・

公
明
政
権
の
継
続
を
許
し
た
の
は

残
念
で
す
が
、
こ
の
た
た
か
い

は
、
最
初
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て

大
き
な
歴
史
的
意
義
が
あ
っ
た
と

確
信
す
る
も
の
で
す
。
／
こ
の
選

挙
で
の
野
党
共
闘
は
、
共
通
政

策
、
政
権
協
力
の
合
意
と
い
う
大

義
を
掲
げ
て
た
た
か
っ
た
も
の
で

あ
り
、
一
定
の
効
果
を
あ
げ
た
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
…
…

同
時
に
、
野
党
共
闘
は
、
今
後
の

課
題
も
残
し
ま
し
た
。
と
く
に
、

野
党
が
力
を
あ
わ
せ
て
、
共
通
政

策
、
政
権
協
力
の
合
意
と
い
う
共

闘
の
大
義
、
共
闘
に
よ
っ
て
生
ま

れ
う
る
新
し
い
政
治
の
魅
力
を
、

さ
ま
ざ
ま
な
攻
撃
を
打
ち
破
っ
て

広
い
国
民
に
伝
え
き
る
点
で
、
十

分
と
は
言
え
な
か
っ
た
と
考
え
ま

す
。
共
闘
の
大
義
・
魅
力
を
伝
え

き
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
自
公
の

補
完
勢
力
＝
「
日
本
維
新
の
会
」

の
伸
長
と
い
う
事
態
を
招
い
た
一

因
に
も
な
り
ま
し
た
。
…
…
わ
が

党
は
、
共
闘
の
道
を
揺
る
が
ず
発

展
さ
せ
る
た
め
に
、
引
き
続
き
力

を
つ
く
し
ま
す
。」

野
党
共
闘
は
大
き
な
意
義
が
あ
っ

た
。
問
題
は
そ
の
意
義
や
魅
力
を

十
分
に
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
。
こ
の
路
線
を
今
後
も
継
続
、

発
展
さ
せ
て
い
く
、
と
い
う
総
括

だ
。

立
憲
民
主
党
に
つ
い
て
は
、
枝
野

代
表
を
は
じ
め
と
し
た
現
在
の
執

行
部
が
敗
北
の
責
任
を
と
っ
て
退

陣
を
決
め
、
近
く
新
代
表
を
決
め

る
選
挙
が
行
な
わ
れ
る
。
し
か

し
、
新
体
制
が
ど
の
よ
う
な
顔
ぶ

れ
に
な
ろ
う
と
、
今
次
敗
北
が
立

憲
に
あ
た
え
た
ダ
メ
ー
ジ
は
大
き

く
、
右
派
か
ら
の
野
党
共
闘
叩
き

が
猛
烈
に
展
開
さ
れ
る
な
か
、
立

憲
内
の
「
左
派
」「
リ
ベ
ラ
ル
派
」

を
孤
立
・
弱
体
化
さ
せ
、
こ
の
党

を
さ
ら
に
右
の
方
に
誘
導
す
る
策

動
、
共
産
、
立
憲
を
軸
と
し
た
野

党
共
闘
路
線
の
放
棄
・
修
正
を
迫

る
流
れ
、
そ
し
て
分
裂
工
作
も
含

め
て
こ
の
党
の
政
治
的
影
響
力
を

削
い
で
い
く
攻
撃
が
加
速
し
て
い

く
だ
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ
は
、
現
在
の
、
野
党
共

闘
の
選
挙
で
の
勝
利
を
唯
一
の
目

標
と
す
る
よ
う
な
路
線
・
発
想
に

つ
い
て
は
、
批
判
を
も
っ
て
い

る
。
だ
が
、
日
本
の
支
配
階
級
が

目
論
む
野
党
共
闘
を
攻
撃
・
破
壊

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
働
者
人

民
へ
の
搾
取
・
収
奪
政
策
の
強

化
、
戦
争
の
で
き
る
国
家
づ
く

り
、
憲
法
改
悪
攻
撃
を
い
っ
そ
う

強
力
に
推
し
進
め
よ
う
と
す
る
動

き
（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
な
支
配
体
制

構
築
の
動
き
）
に
は
断
固
反
対
す

る
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
よ
う
な
支
配
階

級
の
総
攻
撃
と
真
っ
向
勝
負
の
で

き
る
強
靭
な
野
党
共
闘
を
求
め
て

い
る
。

原
則
的
立
場
の
再
確
認

か
ね
て
か
ら
主
張
し
て
い
る
よ
う

に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
労
働
運
動
、

社
会
運
動
、
政
治
運
動
を
そ
れ
ぞ

れ
の
現
場
か
ら
再
生
・
強
化
す
る

道
こ
そ
が
い
ま
、
日
本
の
労
働
者

階
級
人
民
と
そ
の
指
導
部
に
求
め

ら
れ
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。
し

か
し
わ
れ
わ
れ
は
、
選
挙
闘
争
、

議
会
闘
争
一
般
を
否
定
は
し
な
い

し
、
労
働
者
階
級
が
ブ
ル
ジ
ョ
ワ

議
会
を
自
ら
の
政
治
宣
伝
の
場
と

し
て
積
極
的
に
利
用
す
る
こ
と
の

意
義
・
必
要
性
を
認
め
る
。
そ
の

立
場
か
ら
選
挙
中
心
の
発
想
・
運

動
に
は
反
対
な
の
で
あ
る
。
労
働

者
人
民
の
闘
い
の
主
戦
場
は
、
労

働
現
場
や
地
域
・
学
園
で
の
大
衆

運
動
の
場
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
の

討
論
・
学
習
・
闘
い
と
結
び
つ
か

な
い
、
日
常
の
労
働
と
生
活
と
切

り
離
さ
れ
た
議
会
闘
争
や
選
挙
運

動
は
有
効
な
力
を
持
ち
え
な
い
と

考
え
る
。

逆
に
大
衆
運
動
に
お
い
て
前
進
・

発
展
が
勝
ち
取
ら
れ
れ
ば
、
そ
の

動
き
と
結
び
つ
き
、
そ
こ
か
ら
送

り
出
さ
れ
た
政
治
勢
力
が
よ
り
多

く
議
会
に
進
出
し
影
響
力
を
拡
大

し
人
民
に
利
す
る
政
策
を
実
現
し

て
い
く
。
こ
う
し
た
観
点
で
議
会

や
選
挙
に
お
け
る
政
治
勢
力
の
共

闘
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
る
。
日

常
的
に
大
衆
運
動
の
な
か
で
協
働

や
連
携
が
行
な
わ
れ
、
信
頼
関
係

が
築
か
れ
て
い
れ
ば
、
議
会
や
選

挙
で
の
政
治
勢
力
の
共
闘
も
よ
り

強
力
な
も
の
と
な
る
。

運
動
中
心
の
も
の
の
観
方
か
ら
考

え
れ
ば
、
こ
の
度
の
総
選
挙
で
の

後
退
の
基
底
的
・
根
本
的
要
因

は
、
労
働
組
合
運
動
を
は
じ
め
と

し
た
人
民
の
運
動
の
後
退
・
停
滞

局
面
の
な
か
で
、
い
ま
述
べ
た
よ

（
二
面
に
つ
づ
く
）

第
四
九
回
衆
院
選
挙
の
結
果
を
受
け
て

大
衆
運
動
を
基
軸
に
し
た
闘
い
を
！

壊
憲
阻
止
の
結
集
を
現
場
か
ら
強
化
し
よ
う
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